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例 戸

1. 本書は，県営農村活性化住環境整備事業（大里地区）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2. 発掘調査は鹿児島県伊集院耕地事務所の受託事業として市来町が調査主体となり，市来町教育委員会

が実施した。

3. 本書の執筆・編集等には，市来町教育委員会の新町・西久保があたり，遺物撮影には西久保があたっ

た。

4. 発掘調査及び報告書作成については，鹿児島県埋蔵文化財センターの指導助言を得た。

5. 本書に用いたレベル数値は，海抜絶対高である。

6. 本書に用いた遺物番号は，土器・石器の種類に関係なく通し番号とし，挿図・図版の番号と同一であ

る。
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序 文

この調査は平成 6年度県営農村活性化環境整備事業（大里地区）に伴って行われたものです。

鹿児島県教育庁文化課及び鹿児島県立埋蔵文化財センターのご指導のもとに調査を実施しました。

今回調査した大里田圃は古くから遺跡として周知されていましたが，その正確な範囲は確認されて

いませんでした。今回の調査は確認調査だけで，調査面積も78m2と少ないでしたが，調査の結果，現在

の水田の下に広範囲にわたり，古墳時代の土器が出土し，遺物包含層があることが確認されました。

しかし，遺物は流れ込みによるもので当時の生活の様子を伺うことはできませんでした。

調査後の遺跡は開発側のご理解により盛土のみの工事で，現状のまま残るようになったことは大変

喜ばしいことであります。

本報告書を刊行するに当たり，この調査にご協力くださった方々に厚く御礼を申し上げますとともに，

町民の方々が今後一層埋蔵文化財への理解を深めていただくよう，お願い申し上げます。

1 9 9 7年 3月

市来町教育委員会

教育長松崎孝
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第 1章調査の経過

第 1節 調査に至るまでの経過

市来町大里に所在する大里田圃遺跡は，戦後行われくていたれんが製造用粘土の採掘中に土器等を多数

発見したということで，町内では古くから遺跡として周知されていた。伊集院耕地事務所はこの大里地

区内で県営農村活性化住環境整備事業（大里地区）を計画・実施しているが，同計画の一環として行

われる大里水田の圃場整備事業実施計画地内に大里田圃遺跡が所在しているため，伊集院耕地事務所，

県教育庁文化課，市来町教育委員会は埋蔵文化財の保護と事業との調整を図るため協議を行った結果，

平成 6年度に国・県の補助を受けて市来町教育委員会が調査主体となって，遺跡の範囲・性格等を明確

にするため，発掘調査を実施することとなった。

第 2節 大里田圃遺跡発掘調査の組織（平成 6年度）

調査主体者 市来町教育委員会

調査責任者

調査事務

調査担当

市来町教育委員会・

市来町教育委員会

市来町教育委員会

市来町教育委員会

市来町教育委員会

市来町教育委員会

市来町教育委員会

市来町教育委員会

市来町教育委員会

報告書作成組織（平成 8年度）

調査主体者 市来町教育委員会

調査責任者

調査事務

報告書担当

市来町教育委員会

市来町教育委員会

市来町教育委員会

市来町教育委員会

市来町教育委員会

市来町教育委員会

市来町教育委員会

市来町教育委員会

市来町教育委員会

市来町教育委員会

教 コ円 長

社会教育課長

派遣社会教育主事兼係長

社会教育課主事補

公 民 館 係 長

社会教育指導員

公民館指導員

社会教育課主任

社会教育課主事補

教 コ目 長

社会教育課長

派遣社会教育主事

社会教育係長

社会教育課主事

公 民 館 係 長

社会教育指導員

公民館指導員

社会教育課主任

社会教育課主事
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松崎 孝

橋口正己

木原健一郎

奥之園 勝

古木照代

山下昌人

若林秀雄

新町 正

西久保敏彦

松崎 孝

宇都隆雄

木原健一郎

吉田裕史

奥之固 勝

古木照代

若林秀雄

山下昌人

新町 正

西久保敏彦



調査企画においては，鹿児島県教育委員会文化課文化課長長立圏多賀生（現鹿児島県教育委員

会文化課文化財課長）・課長補佐今別府修一（現鹿児島県教育委員会教職員課課長補佐）・鹿児島県立

埋蔵文化財センター所長内村正弘（現鹿児島県教育委員会学校教育課指導監）・次長兼総務課長川原信

義（現鹿児島県教育委員会福利厚生課課長補佐）・鹿児島県教育委員会文化課主任文化財主事兼埋

蔵文化財係長兼埋蔵文化財センター調査課長戸崎勝洋の各氏に指導・助言を頂き，報告書作成に

至っては，鹿児島県文化財課・県立埋蔵文化財センター所長吉元正幸・次長兼総務課長尾崎進・鹿

児島県教育委員会文化課主任文化財主事兼埋蔵文化財係長兼埋蔵文化財センター調査課長戸崎勝

洋• その他埋蔵文化財センター職員の各氏に指導・助言を頂いた。

発掘調究作業員

道岡 高・石原 優・出口純雄・新村正春・久保茂雄・永野敏宏•前田ナツエ・

山下 ミカ・前田 ナミ・秋丸 スズ子・田渕 ヨシ子・大迫静子・田中 スズ子・江夏沓子・

久保保子・土器屋友子・末吉サダ子・末吉チエ子• 田中 ルミ子

整理作業員

坂ロ ヒロ子・松崎道子

第 3節調査の経過

確認発掘調査は平成 7年2月6日から 2月27日まで行われた。以下，その経過について略述する。

2月6日(jj) 用具搬入。 1~ 3トレンチ設定後，掘り下げ。

2月 7日伏） 1 ~ 3トレンチ掘り下げ。

2月8日（水） 1・3トレンチ掘り下げ終了。 2・3トレンチ下層より水が湧きだす。

2月9日（杓雨のため午後より作業中止。

2月10日倹） 1トレンチ写真撮影。 4トレンチ設定・掘り下げ。

2月13日(jj) 1トレンチ埋め戻し。 2・3トレンチ水汲み出し。

2月14日（灼 3トレンチ水汲み出し，精査，写真撮影。 4トレンチ遺物取上げ。

2月15日（水） 雨のため遺物洗浄。 2トレンチ水汲み出し，遺物取り上げ。

2月16日（木） 3トレンチ水汲み出し，埋め戻し。 4トレンチ掘下りげ。

2月17日倹） 4トレンチ掘り下げ。

2月20日(jj) 2トレンチ水汲み出し，精査，写真撮影。

2月21日伏） 4トレンチ遺物取上げ，精査，写真撮影。

2月22日（水） 2トレンチ水汲み出し，写真撮影。 4トレンチ埋め戻し。トレンチ配置図作成。

2月23日（木） 雨のため遺物洗浄及び用具手入れ。

2月24日倹） 2トレンチ水汲み出し，埋め戻し。道具整理。

2月27日胡） 迫田前へ移動。トレンチ設定後掘り下げ。精査，写真撮影，埋め戻し。用具搬出運搬。
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第4節位置及び環境

大里田圃遺跡は鹿児島県日置郡市来町に所在する。

市来町は薩摩半島の中西部に位置し，日置郡の中では最北端にあたる。北は串木野市，東は樋脇町，

南は東市来町と接し，西は東シナ海に面している。

町の大半の地域では，第三紀後半から第四紀更新世にかけての火山活動によって生成された安山岩質

の火山岩を碁盤層とする。これらの山地は，川上地区の北東部と大里地区の東部が特に険しく，ほとん

どは褐色森林土壌におおわれ，水分・養分ともに豊富で，層も比較的厚い。平地は八房川と大里川・重

信川の下流に開けている。大里川下流域に発達した三角j-J-1の西側は吹上砂丘の北端として砂地の自然堤

防を形成し，東シナ海にも接している。これらの河川が形成した三角州の低地が水田として利用されて

おり，更にその支流が形成した谷底低地にも水田が広がっている。

町内の 3本の川の川沿いには多くの遺跡が在住しており，そのほとんどは平成 3年度に鹿児島県教育

委員会が分布調査を行い発見されたものである。最近の発掘調査などにより古くは旧石器時代の遺跡も

確認されている。また，縄文時代後期の南九外1を代表する市来式土器の標識遺跡となり，鹿児島県の指

定文化財となっている市来貝塚がある。平安時代には「市来」の名が歴史上に出てくる。鎌倉時代には

市来院が置かれた。また，この時代のものとして，丹後の局関連の史跡も多く残っている。中でも丹後

の局の墓と伝えられる墓塔を含む来迎寺墓塔群は鹿児島県の指定文化財となっている。

大里たんぼは先に述べた大里川流域に広がる町内最大の水田地帯である。大里たんぼは遺跡として古

くから周知されていると同時に，毎年 8月7日に近い日曜日に行われる国の重要無形民俗文化財に指定

されている「七夕踊り」の舞台となり，当日は多くの観客で賑わっている。

今回調査地は，大里川東岸にあり，大里水田地帯では北側に位置しており，大里川と国道 3号線に挟

まれ，南北に長り， 海抜約 5mである。 国道 3号線の東側には複数の台地が点在するが，今回調査地も

東側に台地があり，水田地帯の低地ではあるが，台地の縁辺部ともなっている。 この台地の西側は急傾斜

地で，調査地との標高差は約30mである。また，この台地は平成 3年度に鹿児島県教育委員会の行った

分布調査で，弥生・古墳・中世・近世時代の遺物の散布が確認され，原ノ園原遺跡として周知されて

いる。

《参考文献》

「市来町郷土誌」， 1 9 8 2年。

「川上（市来） 貝塚」 〈市来町埋蔵文化財報告書(1)〉市来町教育委員会， 1 9 9 1年。

「川上（市来）貝塚 2」 〈市来町埋蔵文化財報告書(2)〉市来町教育委員会， 1 9 9 3年。

「松尾平遺跡・安徳遺跡」 〈市来町埋蔵文化財報告書(3)〉市来町教育委員会， 1 9 9 5年。
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表 1 大里たんぼ周辺の遺跡

番号 遺跡名 所在地 地 形 時 代 備 考

1 大里田圃 大 里 沖積地 古墳 壷形土器

2 川口番所跡 湊町天神町 道 路 寛政～幕末

3 町門の跡 湊町天神町 宅 地 江戸

4 お仮屋跡 湊町祇固町 役場地 慶長～幕末 石垣

5 西 町 湊 町 西 町 駐車場 中世 青磁・砥石

6 梅巌寺跡 湊町天神町 墓地・平地 中世・近世 土師器・陶磁器・軽石製品

7 市 掘 湊 市 掘 丘 陵 古墳・中世・近世 土器・土師器・陶磁器・土錘

8 北 ン 原 湊 北 原 丘 陵 古墳・ 中世 土師器・青磁・染付， 小 原 湊 小 原 段 丘 弥生 土器

10 草リ田平 湊草リ田平 段 丘 中世・近世 土師器・陶器

11 外戸山口 湊外戸山口 段 丘 弥生・古墳・中世 土器・土師器

12 重 信城跡 大里重信上城 ムロ 地

13 佐保井東原 大里佐保井東原はか 台 地 中世 土師器・青磁

14 中尾東原 大里中尾東原ほか ムロ 地 中世・近世 土師器・青磁・染付．陶器

15 原ノ園原 大里原ノ圏原ほか ムロ 地 弥・生近世・古墳・中世 土器・土師器・陶器

16 詰城跡 大 里 詰 城 台 地 鎌倉 市来氏

17 上城跡 大 里 上 城 ムロ 地 鎌倉 市来氏・土塁

18 本寺屋敷 大里本寺屋敷 畑地・墓地 古墳・中世・近世 成川式土器・土師器・陶器

19 鍋ケ城 （惟宗広言の墓 大里木場迫 ムロ 地 10C~13C 墓塔 1基

-4-





第 2章調査の概要

第 1節 基本土層について

大里田圃遺跡の基本的な層位は以下のとおりである。

出土遺物

第 Ia層 耕作土

第 Ib層 旧耕作土

第 IC層 赤褐色土

第 II 層 灰褐色土 青磁

第 III層 暗茶褐色土 成川式土器

第 W 層 白濁色土

第 V 層 黒褐色土 成川式土器・土師器

第 VI層 青灰色砂

上記の層の第11I層～第V層は，河川の氾濫等による流れこみの層と思われる。

また，第 II層は，シラスによる盛土であるが，いつ行われたものかは確認出来なかった。

第 2節 各トレンチの概要

本遺跡での発掘調査は調査対象区域内に任意にトレンチを設定して行った。そのトレンチの位置

を示したのが第 2図である。

調査の概要を述べると， 1~ 4及び迫田前のトレンチを設定したが，遺物が出土したのは 2~4

のトレンチであった。 1及び迫田前トレンチについては，前に述べた戦後行われたレンガ用粘土の

採掘が行われた跡であると思われ，層序が完全に撹乱を受けていた。

遺物包含層が確認出来た 2~ 4トレンチについて説明すると，遺物は第m層と第V層からの出土

で，古墳時代のものと思われるものがほとんどであった。また，少量の木片も出土した。
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第 2図 トレンチ配置図
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4.00m-

3トレンチ西壁

□ 4トレンチ 北壁

0 5m 

~ —.--. —Pー
第3図 各トレンチ土層断面図
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第 3節出土遺物

出土遺物は．ほとんどが 4トレンチから出土で．いずれの遺物も流れ込んできたものと思われ．

摩耗を受けているため，図化できた土器片・石器は総数35点であった。これらの遺物は II・皿 ・V

層からの出土で，古墳時代の成川式土器31点，土師器 1点，青磁 1点が出土している。

2トレンチからの出土遺物は 1~ 7でいずれも V層からの出土である。 1~ 5は，甕形土器であ

る。また， 1 ~ 3 は口縁部片で頸部がくの字状に屈曲して口縁部にいたるものである。• いずれも，

内外面にヘラによる調整が見られる。 4・5は胴部片で外面にハケ，内面にナデによる調整が見ら

れる。 6は壷形土器の口縁部で内外面ともナデによる調整が見られる。 7は高杯の低部である。

3トレンチからの出土遺物は 8・9で， 8は皿層から出土の完形の鉢型土器で，内外面ともハケ

による調整が見られる。一部はけ目の切れる部分が見られるが，調整によるものか摩耗したものか

は判断できなかった。 9はn層からの出土の青磁で龍門寺窯系統のものと思われる。

、 4トレンチからの出土遺物は10~35で，III層から出土は22・16・26・28で，その他はV層からの出

土である。 10~27は甕形土器である。 10~12は口縁部片で頸部がくの字状に屈曲して口縁部にいた

るものである。 10は内外面ともナデによる調整が見られ，頸部に沈線が施されている。 11は内外

面にハケによる調整が見られる。 12は外面にハケ，内面にナデによる調整が見られる。 13~26は胴

部片である。 13・16・18・19・21~ 23は内外面ともハケによる調整が見られる。また22にはススの

付着が見られる。 14は外面はハケ，内面はヘラケズリの調整が見られる。 15・24は外面にハケ，内

面にナデの調整が見られる。 17・20・26は外面にナデ，内面にハケによる調整が見られる。また17・

20にはススの付着が見られる。 25は三角突帯が施されているが，調整等は摩耗がひどく確認できな

かった。

27は胴部～底部にかけての破片であり，ストレートな脚台を有するものである。 28~31は壷形土器

である。 28は口縁部で内外面ともナデによる調整が見られる。 29は頸部片であり，ヘラによるキズ

が見られる。このキズは上部の突帯に刻み目を施すときに付いたものと考えられる。

30・31は胴部片で内外面ともナデによる調整が見られる。 32は高杯であり，口縁部外面に一条の沈

線が施されており，内外面ともナデによる調整が見られる。 33は土師器椀で外面はハケ内面はナデ

による調整が見られる。 34は自然石を利用したものでわずかに敲打痕が見られ台石であろうと思わ

れる。 35は図上端に蔽打痕が見られ敲石であろうと思われる。 34・35ともに摩耗が激しくその他の

使用痕は観察できなかった。
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表 2 大里田圃遺跡出土遺物観察表

図 番号 地点 層 器 種 部 位 調整 （外） 調整（内） 色調 備 考

1 2T V 甕形 土 器 口縁部 Iヽ ヶ Jヽ ヶ 暗茶褐色 「く」字に外反

2 2T V 甕形土器 口 縁 部 Jヽ ヶ Jヽ ヶ 淡黄茶褐色

3 2T V 甕形 土 器 口縁部 lヽ ヶ ノ‘ ケ 暗茶褐色

4 2T V 甕 形 土器 胴 部 ノ‘ ケ ナ デ 黄茶褐色

5 2T V 甕形土器 胴 部 ノ‘ ケ ナ デ 黄茶褐色

6 2T V 壷形土器 口縁部 ナ 7― . ナ デ 淡 灰褐色

7 2T V 高 杯 胴 部 淡黄茶褐色

8 3T ill 鉢 lヽ ヶ Jヽ ヶ 赤 褐 色 完形

， 3T II 高台付碗 胴部～底部 胴部半ばで露胎 見込み蛇の且釉剥 青磁（龍門寺系）

10 4T V 甕形土器 口縁部 ナ デ ナ デ 黒 褐 色

11 4T V 甕形土器 口縁部 Jヽ ヶ Jヽ ヶ 黒 褐 色

12 4T V 甕形土器 口縁部 Iヽ ヶ ナ デ 黒 褐 色

13 4T V 甕形土器 胴 部 Jヽ ヶ Jヽ ヶ 淡赤褐色

14 4T V 甕形土器 胴 部 Jヽ ヶ ヘラケズリ 黒褐色

15 4T V 甕形土器 胴 部 Jヽ ヶ ナ デ 淡黄茶褐色

16 4T ill 甕形土器 胴 部 Jヽ ヶ Jヽ ヶ 暗茶褐色

17 4T V 甕形土器 胴 部 ナ 7ー―3 Jヽ ヶ 黒褐色 スス付

18 4T V 甕形土器 胴 部 ノ‘ ケ Jヽ ヶ 灰褐色

19 4T V 甕形土器 胴 部 黒褐色

20 4T V 甕形土器 胴 部 ナ 7一―さ Jヽ ヶ 黒褐色 スス付

21 4T V 甕形土器 胴 部 Jヽ ヶ Iヽ ヶ 淡黄茶褐色

22 4T III 甕形土器 胴 部 Jヽ ヶ Jヽ ヶ 黒 褐 色 スス付

23 4T V 甕形土器 胴 部 Iヽ ヶ Jヽ ヶ 灰褐色

24 4T V 甕形土器 胴 部 Jヽ ヶ ナ
フ-． 黒 褐 色

25 4T V 甕形土器 胴 部 ノ‘ ケ Jヽ ヶ 灰茶褐色 三角突帯

26 4T ill 甕形土器 胴 部 ナ デ Iヽ ヶ 赤 褐 色

27 4T V 甕形土器 胴部～底部 lヽ ヶ Jヽ ヶ 赤 褐 色

28 4T ill 壷形土器 口縁部 ナ 7ー―・ ナ デ 淡灰褐色

29 4T V 壷形土器 頸 部 ナ 7一―さ ナ デ 淡灰褐色 ヘラキズ（刺突）

30 4T V 壷形土器 胴 部 ナ デ ナ デ 淡灰茶褐色

31 4T V 壷形土器 胴 部 ナ デ ナ デ 赤 褐 色

32 4T V 高 杯 口縁部 ナ デ ナ デ 淡灰褐色 沈線

33 4T V 椀 口縁部 Jヽ ヶ ナ デ 淡灰褐色 土師器

34 4T V 石 皿 中央部に使用痕

35 4T V 敲 石
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第 3章まとめ

大里田圃遺跡の調査は，周知の遺跡として古くから知られる遺跡の確認調査を行ない，今回の報告書作成

となった。

確認調査の結果， 2層の遺物包含層が確認され，遺構は確認出来なかった。その後協議の結果，圃場

整備事業で行われる水田の盛土を 1m以内とすることで，確認調査のみとなった。

2層の遺物包含層は流れ込みの層で， 2層とも古墳時代の成川式土器を中心とするものであるが，下

層の包含層から土師器も出土していることから，包含層は完全に撹乱を受けていると思われる。

遺物のほとんどを占める成川式土器は，小さな破片がほとんどであるため，時期の特定は出来ないが，

甕の口縁部から考えると，くの字に外反するものであることから 4世紀頃のものではないかと思われる。

包含層内の遺物は，流れ込みで運ばれてきたものであるため，いづれも摩耗しているが，完形の遺物

も出土するなど，著しい摩耗は受けていない。このことを考慮するとこれらの遺物の流れ込む際の移動

距離は，それほど長くないと考えられ，今回調査地の近くに生活の場所があったのではないかと考えら

れる。調査地が第 1章 4節でも書いたように台地の縁辺部にあたることなどから，近辺の台地上に生活

の場があったのではないかと思われる。さらに，同じ層に異年代の遺物が含まれるため，今回調査地は

2次滞積の遺物の包含層ではないかと思われる。

《参考文献》

「成川式土器の細分絹年試案」池畑耕一，鹿児島考古第14号 1980年

「成川式土器の検討」多々良友博，鹿児島考古第15号 1981年

「成川式土器再考」中村直子，鹿大考古第 6号 1987年
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図版2
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2トレンチ水汲み出し作業 2トレンチ土層断面（北壁）

2トレンチ土層断面（西壁）
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3トレンチ遺物出土状況

3トレンチ遺物出土状況

及び出水状況
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3トレンチ水汲み出し作業

図版 3



図版 4
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4トレンチ掘下げ作業 4トレンチ遺物出土状況
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図版 5

4トレンチ土層断面（西壁）

迫田前トレンチ掘下げ作業
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図版 6
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2・3トレンチ出土遺物
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図版 7
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図版 8
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図版9

4トレンチ出土遺物(3)
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作業員のみなさん

あとがき

埋蔵文化財センターでの研修を11月いっぱいで終えて 12月から準備を始めていよいよ現場作業開始。

2月といえば寒いというイメージしかないが，掘り進んでいくと下から水が出てくるような状況。

さらに週に一度は雨が降る天気の悪さ。

状態の悪い中での作業にもかかわらず，元気に働く作業員さん達に励まされながら，なんとか毎日を

乗り越えていったようだった。

発掘調査から報告書作成作業までよくわからないことも多く，たくさんの方々に協力をいただき，報

告書刊行に至りました。 記して感謝の意を表します。
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